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合 気 道 新 聞 第７００号令和元年５月１０日（１） （毎月１回１０日発行）

奉納演武を行う道主

５
月
１
日
、
新
天
皇
陛
下
が

即
位
さ
れ
「
平
成
」
か
ら
「
令

和
」
へ
と
元
号
も
変
わ
り
、
あ

た
ら
な
る
時
代
へ
の
一
歩
を
踏

み
出
し
ま
し
た
。

合
気
道
新
聞
は
平
成
３１
年
４

月
号
で
創
刊
６０
周
年
を
迎
え
、

５
月
号
が
ま
さ
に
６１
年
目
の
ス

タ
ー
ト
で
あ
り
、
丁
度
７
０
０

号
、
新
元
号
初
版
の
新
聞
と
な

る
記
念
す
べ
き
号
と
な
り
ま
し

た
。こ

の
合
気
道
新
聞
の
こ
の
号

を
発
行
す
る
に
あ
た
り
紙
面
を

見
直
し
な
が
ら
６０
年
を
振
り
返

っ
て
み
ま
し
た
。
そ
こ
に
見
た

も
の
は
、
ま
さ
に
合
気
道
の
歴

史
を
如
実
に
記
載
し
た
も
の
で

あ
り
、
新
聞
の
歴
史
は
ま
さ
に

合
気
道
の
「
時
を
刻
む
辞
書
」

と
言
え
る
も
の
で
し
た
。

昭
和
、
平
成
、
令
和
と
時
代

が
流
れ
、
開
祖
植
芝
盛
平
翁
か

ら
吉
祥
丸
二
代
道
主
、
そ
し
て

私
へ
と
道
統
が
変
わ
り
、
前
田

斎
氏
、
宮
崎
吉
政
氏
（
昭
和
４９

年
５
月
号
よ
り
）
、
一
木
豊
氏

（
平
成
１７
年
９
月
号
よ
り
）
と

編
集
長
が
交
代
し
、
平
成
２１
年

５
月
号
よ
り
現
在
の
（
公
財
）

合
気
会
理
事
可
児
晋
氏
と
な
り

早
１０
年
の
歳
月
が
流
れ
た
の
で

す
。昭

和
３４
年
発
行
当
初
は
開
祖

植
芝
盛
平
翁
、
吉
祥
丸
二
代
道

主
の
合
気
道
へ
の
思
い
、
合
気

道
の
正
し
い
認
識
を
伝
え
る
思

い
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
記
事

も
そ
の
時
々
に
合
気
道
を
支
え

て
お
ら
れ
た
先
達
の
方
々
が
合

気
道
に
関
す
る
ご
自
身
の
理
論

な
り
の
思
い
の
丈
を
語
ら
れ
て

い
る
記
事
が
多
く
を
占
め
て
い

ま
し
た
。

合
気
道
新
聞
が
６０
年
の
歳
月

７
０
０
号
に
な
る
間
に
、
合
気

道
は
幅
広
く
広
が
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
国
内
の
登
録
道
場
の

数
の
変
遷
だ
け
で
も
驚
く
も
の

が
あ
り
ま
す
。
発
刊
当
時
（
昭

和
３４
年
）
の
登
録
道
場
（
当
時

は
支
部
道
場
）
は
僅
か
１０
道
場

程
で
し
た
。
そ
の
３０
年
後
、
昭

和
か
ら
時
代
が
変
わ
り
平
成
元

年
は
約
５
６
０
、
再
び
３０
年
の

時
を
経
て
現
在
で
は
約
２
２
０

０
道
場
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
防
衛
省
、
大
学
・

高
校
・
中
学
、
官
公
庁
・
社
会

人
団
体
、
そ
の
他
を
含
め
れ
ば

約
２
７
０
０
を
数
え
る
ま
で
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
国
内
の
道
場
の
数
の
変

遷
と
と
も
に
合
気
道
新
聞
の
紙

面
の
役
割
も
少
し
ず
つ
変
化

し
、全
国
各
地
の
道
場
の
行
事
、

講
習
会
、
海
外
派
遣
な
ど
の
報

告
・
取
材
の
記
事
と
な
り
ま
し

た
。
当
初
の
新
聞
記
事
の
趣
は

平
成
３
年
１
月
に
発
刊
さ
れ
ま

し
た
「
合
気
道
探
求
」
へ
と
移

行
さ
れ
た
感
が
あ
り
ま
す
が
、

国
内
と
共
に
海
外
１
４
０
以
上

の
国
と
地
域
へ
と
広
が
っ
た
合

気
道
の
様
子
を
毎
月
合
気
道
新

聞
紙
面
上
で
知
る
こ
と
が
出
来

る
素
晴
ら
し
い
も
の
と
な
っ
て

い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

合
気
道
新
聞
に
欠
か
せ
な

い
、
各
月
の
昇
段
者
氏
名
欄
で

す
が
、
第
１
号
に
記
載
さ
れ
て

い
た
４０
名
か
ら
今
日
ま
で
年
々

そ
の
数
を
増
し
、
海
外
の
修
業

者
の
割
合
も
多
く
な
り
、
今
日

で
は
合
気
道
新
聞
４
面
の
１
頁

に
書
き
き
れ
な
い
程
の
約
７
５

０
名
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
事
が

当
た
り
前
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。こ

う
し
て
、
合
気
道
新
聞
は

合
気
道
そ
の
も
の
を
物
語
り
、

団
体
と
し
て
の
歴
史
、
時
代
の

変
遷
に
よ
る
取
り
組
み
方
、
修

業
者
の
状
況
な
ど
記
載
さ
れ
続

け
、
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
流
れ

て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
に
デ
ジ

タ
ル
化
さ
れ
る
世
に
な
ろ
う

と
、
こ
の
時
を
刻
ん
で
き
た
辞

書
は
合
気
道
に
と
っ
て
な
く
て

は
な
ら
な
い
も
の
だ
と
強
く
思

っ
て
い
ま
す
。

昭
和
３４
年
４
月
１０
日
合
気
道

新
聞
第
１
号
が
発
行
さ
れ
た

折
、
植
芝
盛
平
翁
は
「
発
刊
の

こ
と
ば
」
を
『
此
の
合
気
道
新

聞
発
刊
の
挙
に
懸
命
の
奉
仕
を

致
し
度
と
存
じ
ま
す
』
と
結
ん

で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
こ
の

新
聞
に
対
す
る
思
い
の
深
さ
が

伝
わ
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
の

思
い
を
今
一
度
胸
に
刻
み
、
７

０
０
号
か
ら
又
新
た
な
る
時
代

を
積
み
重
ね
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

「
合
気
神
社
大
祭
」
と
「
開

祖
・
吉
祥
丸
二
代
道
主
慰
霊
祭
」

は
４
月
２９
日
午
前
１１
時
よ
り
、

茨
城
県
笠
間
市
（
旧
岩
間
町
）

の
合
気
神
社
で
執
り
行
わ
れ

た
。
当
日
は
１
６
０
０
名
近
く

の
参
拝
者
が
集
ま
っ
た
。

合
気
神
社
大
祭
は
修
祓
に
始

ま
り
、
大
祭
祝
詞
、
植
芝
家
を

始
め
各
界
代
表
の
玉
串
奉
奠
が

行
わ
れ
、
参
拝
者
全
員
で
神
言

を
奏
上
し
、
開
祖
・
吉
祥
丸
二

代
道
主
慰
霊
祭
に
移
っ
た
。

慰
霊
祭
は
祖
霊
、
開
祖
・
吉

祥
丸
二
代
道
主
慰
霊
祭
祝
詞
の

後
、
植
芝
家
、
二
代
道
主
所
縁

の
参
拝
者
、
参
拝
者
代
表
に
よ

る
玉
串
奉
呈
が
行
わ
れ
た
後
、

天
津
祝
詞
が
奏
上
さ
れ
た
。

続
い
て
、
植
芝
守
央
道
主
が

「
本
日
は
ご
多
用
の
中
、
開
祖

植
芝
盛
平
翁
５０
年
祭
、
な
ら
び

に
吉
祥
丸
二
代
道
主
２０
年
祭
に

国
内
外
か
ら
こ
の
よ
う
に
大
勢

の
皆
様
に
お
参
り
を
し
て
頂
き

ま
し
て
本
当
に
心
か
ら
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。
開
祖
植
芝
盛

平
は
昭
和
４４
年
４
月
２６
日
に
、

そ
し
て
吉
祥
丸
二
代
道
主
は
平

成
１１
年
１
月
４
日
に
亡
く
な
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
開
祖
の
亡
く

な
ら
れ
て
か
ら
の
５０
年
の
間
、

合
気
道
は
吉
祥
丸
二
代
道
主
を

は
じ
め
と
す
る
先
達
の
方
々
の

お
力
に
よ
り
、
ま
た
、
現
在
合

気
道
に
真
摯
に
取
り
組
ん
で
い

ら
っ
し
ゃ
る
皆
様
方
の
お
力
に

よ
り
ま
し
て
世
界
１
４
０
の
国

と
地
域
に
大
き
な
広
が
り
を
見

せ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

開
祖
の
創
始
し
た
素
晴
ら
し
い

合
気
道
の
理
念
と
技
法
を
正
し

く
し
っ
か
り
と
繋
げ
次
代
に
反

映
し
て
い
く
事
が
私
た
ち
の
役

目
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

合
気
道
の
心
を
生
か
し
て
社
会

に
貢
献
し
て
い
く
事
も
大
切
だ

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
私
ど
も
は
ま
ず
日
々
の

稽
古
を
大
切
に
前
を
向
い
て
し

っ
か
り
と
歩
ん
で
い
く
事
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
お
誓

い
し
な
が
ら
本
日
お
集
ま
り
頂

い
た
皆
様
に
感
謝
の
心
を
差
し

上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
日

は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
」
と
挨
拶
。
こ
の
後
、

植
芝
充
央
本
部
道
場
長
に
よ
る

奉
納
演
武
、
植
芝
道
主
に
よ
る

奉
納
演
武
が
行
わ
れ
、
午
後
十

二
時
半
祭
典
を
終
了
し
た
。

◆

大
祭
玉
串
奉
奠
者
（
敬
称

略
）

▽
祭
主
�
猪
子
恒
▽
植
芝
家
�

植
芝
守
央
、
植
芝
恭
子
、
植
芝

充
央
▽
本
部
師
範
�
多
田
宏
▽

（
公
財
）
合
気
会
常
務
理
事
�

林
典
夫
▽
（
公
財
）
合
気
会
顧

問
�
保
坂
三
蔵
▽
茨
城
支
部
道

場
相
談
役
�
磯
山
博
▽
参
議
院

議
員
�
上
月
良
祐
▽
笠
間
市
市

長
�
山
口
伸
樹
▽
田
辺
市
市
長

�
真
砂
充
敏
▽
笠
間
市
副
市
長

�
近
藤
慶
一
▽
笠
間
市
議
会
議

長
�
飯
田
政
憲
▽
�
笠
間
市
教

育
委
員
会
教
育
長
�
今
泉
寛
▽

田
辺
市
教
育
委
員
会
教
育
長
�

佐
武
正
章
▽
田
辺
市
議
会
副
議

長
�
市
橋
宗
行
▽
茨
城
県
議
会

議
員
（
茨
城
県
合
気
道
連
盟
会

長
）
�
常
井
洋
治
▽
茨
城
県
議

会
議
員
�
村
上
典
男
▽
本
部
道

場
指
導
部
代
表
�
入
江
嘉
信
▽

茨
城
支
部
道
場
師
範
�
稲
垣
繁

實
▽
参
拝
者
代
表
�
全
日
本
合

気
道
連
盟
理
事
長
・
尾
�
晌
、

国
際
合
気
道
連
盟
理
事
長
・
井

澤
敬

◆

慰
霊
祭
玉
串
奉
呈
者
（
敬
称

略
）

▽
祭
主
�
猪
子
恒
▽
植
芝
家
�

合
気
道
道
主
・
植
芝
守
央
、
植

芝
恭
子
、
本
部
道
場
長
・
茨
城

支
部
道
場
長
・
植
芝
充
央
▽（
公

財
）
合
気
会
理
事
�
赤
沼
二
己

男
、
可
児
晋
、
稲
井
孝
之
▽
開

祖
・
吉
祥
丸
二
代
道
主
ゆ
か
り

の
参
拝
者
�
小
林
道
場
長
・
小

林
保
雄
、
植
芝
盛
平
翁
顕
彰
会

理
事
長
・
和
歌
山
県
合
気
道
連

盟
理
事
長
・
五
味
田
聖
二
、（
公

財
）
合
気
会
評
議
員
・
村
井
謙

介
、
佐
藤
勝
彦
、
藤
谷
護
人
、

徳
永
昌
子
▽
参
拝
者
代
表
�
全

国
高
等
学
校
合
気
道
連
盟
会
長

・
平
沢
憲
次

道

歌

お
の
こ
ろ
に

気
結
び
な
し
て

中
に
立
つ

心
み
が
け

山
彦
の
道

第
５７
回
全
日
本
合
気
道
演

武
大
会
は
、５
月
２５
日（
土
）、

東
京
・
千
代
田
区
の
北
の
丸

公
園
内
の
日
本
武
道
館
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

当
日
は
午
前
１１
時
開
場
、

正
午
開
会
、
午
後
５
時
閉
会

の
予
定
。
一
般
の
参
観
者
歓

迎
、
入
場
無
料
で
す
。

〔
個
人
演
武
〕植
芝
守
央
道

主
、
本
部
道
場
師
範
、
地
域

道
場
師
範
ら
が
出
場
。

〔
団
体
演
武
〕本
部
道
場
、

地
域
道
場
、
社
会
人
団
体
、

学
生
連
盟
な
ど
約
７
千
５
百

名
が
出
場
。

主
催
�
（
公
財
）
合
気
会

後
援
�
ス
ポ
ー
ツ
庁
、
東

京
都
、
（
公
財
）
日
本
武
道

館
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
朝
日
新
聞
社
、

日
刊
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
社

協
力
�
全
日
本
合
気
道
連

盟

安
倍
晋
三
総
理
大
臣
が
主
催

す
る
「
桜
を
見
る
会
」
が
４
月

１３
日
、
東
京
都
新
宿
区
の
新
宿

御
苑
で
開
催
さ
れ
、
植
芝
守
央

道
主
夫
妻
な
ら
び
に
植
芝
充
央

合
気
道
本
部
道
場
長
ご
一
家

が
、
山
谷
え
り
子
参
議
院
議
員

か
ら
推
薦
を
う
け
て
出
席
し

た
。
平
成
最
後
と
な
る
同
会
は

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
約
１
８
、

０
０
０
人
が
集
う
中
、
満
開
の

八
重
桜
を
観
賞
し
楽
し
ん
だ
。

植芝道主を中心に

天
皇
陛
下
の
即
位

後
、
初
め
て
の
お
言

葉
が
テ
レ
ビ
で
報
道

さ
れ
た
。
象
徴
と
し

て
国
民
と
共
に
歩
ま

れ
る
陛
下
の
ご
決
意

を
伺
い
、
令
和
の
時
代
が
始
ま

っ
た
実
感
を
持
っ
た
。

令
和
時
代
は
ど
の
よ
う
な
時

代
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
最

初
の
ビ
ッ
グ
・
イ
ベ
ン
ト
に
な

る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
来
年

に
控
え
て
９
日
か
ら
観
戦
チ
ケ

ッ
ト
の
抽
選
販
売
が
始
ま
っ

た
。
ネ
ッ
ト
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
）
上
の
公
式
販
売
サ
イ
ト
に

ア
ク
セ
ス
が
集
中
す
る
の
で
順

番
待
ち
の
ペ
ー
ジ
ま
で
作
ら
れ

て
い
る
。
チ
ケ
ッ
ト
購
入
は
今

の
と
こ
ろ
は
公
式
販
売
サ
イ
ト

の
み
で
の
対
応
と
な
る
。今
や
、

買
い
物
は
勿
論
、
旅
行
の
際
も

乗
り
物
の
切
符
を
含
め
ネ
ッ
ト

で
す
べ
て
ア
レ
ン
ジ
出
来
る
。

ど
う
や
ら
ネ
ッ
ト
万
能
時
代
が

さ
ら
に
深
化
し
て
い
き
そ
う

だ
。情

報
通
信
技
術
の
進
歩
は
ネ

ッ
ト
上
で
収
集
さ
れ
る
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
（
膨
大
な
デ
ー
タ
）
の

分
析
を
可
能
に
し
て
い
る
。
そ

れ
に
加
え
て
人
工
知
能
の
活
用

で
車
の
自
動
運
転
ま
で
実
用
可

能
に
な
り
そ
う
だ
。
ト
ヨ
タ
自

動
車
と
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
が
住
宅

事
業
を
統
合
す
る
と
発
表
し

た
。
住
宅
、
家
電
、
自
動
車
を

ネ
ッ
ト
で
繋
ぐ
「
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
」
と
呼
ば
れ
る
最
先
端
の

街
の
開
発
を
手
掛
け
る
そ
う

だ
。
こ
れ
か
ら
も
あ
ら
ゆ
る
分

野
で
ネ
ッ
ト
、
人
工
知
能
、
ビ

ッ
グ
デ
ー
タ
の
活
用
に
よ
り
今

ま
で
に
無
い
仕
組
み
や
ビ
ジ
ネ

ス
が
誕
生
し
そ
う
だ
。

と
こ
ろ
で
、
今
や
、
ネ
ッ
ト

で
も
読
め
る
合
気
道
新
聞
が
今

月
で
７
０
０
号
と
な
る
。
昭
和

３４
年
４
月
に
創
刊
さ
れ
て
い
る

の
で
６０
周
年
を
迎
え
た
こ
と
に

も
な
る
。
合
気
道
の
普
及
・
発

展
に
少
な
か
ら
ず
貢
献
し
て
き

た
と
思
う
が
、
こ
れ
か
ら
も
合

気
道
に
か
か
わ
る
人
々
の
心
の

糧
に
な
る
も
の
と
し
た
い
。

な
お
、
新
聞
創
刊
時
の
こ
と

な
ど
は
本
紙
２
頁
に
掲
載
の

「
７
０
０
号
を
迎
え
て
」
を
ご

参
照
頂
き
た
い
。（
可
児

晋
）

第
５７
回
全
日
本
合
気
道
演
武
大
会

「合気神社大祭」に１６００名
７７

００

００

号号

にに

思思

うう

・・

時時

をを

刻刻

むむ

辞辞

書書

合
気
道
道
主

植
芝

守
央

観
桜
会
に
道
主
ご
一
家
出
席
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合 気 道 新 聞 （２）令和元年５月１０日第７００号

合
気
道
新
聞
は
令
和
元
年
を

迎
え
た
今
月
の
本
号
で
７
０
０

号
と
な
っ
た
。
創
刊
号
は
昭
和

３４
年
４
月
に
発
刊
さ
れ
た
の

で
、
今
年
は
発
刊
６０
周
年
を
迎

え
た
こ
と
に
も
な
る
。
毎
号
の

発
行
に
携
わ
ら

れ
た
関
係
者
各

位
に
深
甚
な
る

敬
意
を
表
す
る

と
と
も
に
読
者
の
方
々
に
こ
こ

ろ
か
ら
感
謝
し
た
い
。

新
聞
の
発
行
は
昭
和
３０
年
ご

ろ
か
ら
道
場
総
務
会
で
熱
心
に

議
論
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
昭

和
３３
年
に
発
行
の
結
論
に
到
達

し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。当
時
、

大
学
や
企
業
に
積
極
的
に
合
気

道
の
輪
を
広
げ
て
お
ら
れ
た
吉

祥
丸
道
主
（
当
時
は
本
部
道
場

長
）
が
合
気
道
発
展
の
一
助
に

な
れ
ば
と
の
思
い
で
最
終
的
に

決
断
さ
れ
た
よ
う
だ
。

創
刊
号
に
は
開
祖
盛
平
翁
が

「
発
刊
の
こ
と
ば
」
、
吉
祥
丸

道
主
が
「
発
刊
に
際
し
て

正

し
い
合
気
道
の
普
及
に
」
と
題

し
て
そ
れ
ぞ
れ
新
聞
発
刊
の
意

義
を
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

翁
先
生
は「
発
刊
の
こ
と
ば
」

の
最
後
に
「
次
回
よ
り
は
最
も

合
気
に
必
要
な
る
言
霊
を
説
き

其
の
実
行
を
教
え
・
・
・
・
此

の
合
気
道
新
聞
発
刊
の
挙
に
懸

命
の
奉
仕
を
致
し
度
と
存
じ
ま

す
。
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

お
言
葉
通
り
次
号
か
ら
翁
先
生

の
数
々
の
金
言
が
掲
載
さ
れ

た
。
こ
れ
ら
は
合
気
道
の
修
行

者
に
合
気
の
真
髄
を
示
さ
れ
た

も
の
で
、
誠
に
貴
重
な
道
言
で

あ
る
。

創
刊
号
か
ら
１
６
２
号
ま
で

編
集
人
を
務
め
ら
れ
た
有
川
師

範
が
合
気
道
新
聞
の
３
０
０
号

で
回
想
し
て
お
ら
れ
る
。
「
開

祖
の
存
命
中
は
開
祖
の
精
神
、

技
法
を
主
に
し
た
道
文
（
通
算

し
て
７７
篇
）
な
ら
び
に
開
祖
の

写
真
掲
載
の
連
載
が
中
心
と
な

っ
た
。
そ
れ
に
吉
祥
丸
道
主
の

手
に
な
る
合
気
道
技
法
教
室
及

び
学
者
、
高
段
者
の
哲
学
的
論

文
に
国
内
外
の
情
報
な
ど
・
・

・
」
と
あ
る
。

合
気
道
新
聞
は
正
に
合
気
道

に
か
か
わ
る
人
々
の
貴
重
な
テ

キ
ス
ト
で
あ
っ
た
と
も
言
え
よ

う
。
ま
た
同
時
に
合
気
道
の
普

及
・
発
展
に
欠
か
せ
な
い
演
武

会
や
講
習
会
の
情
報
提
供
な
ど

の
機
能
と
併
せ
合
気
道
の
歴
史

の
記
録
媒
体
で
も
あ
っ
た
。
前

者
の
テ
キ
ス
ト
的
な
役
割
は
合

気
道
探
求
の
発
刊
と
共
に
そ
の

使
命
を
終
え
て
、
後
者
の
情
報

提
供
及
び
記
録

媒
体
の
役
割
に

特
化
し
て
き
て

い
る
。
い
ず
れ

に
せ
よ
合
気
道
探
求
と
共
に
合

気
道
新
聞
は
合
気
道
に
勤
し
む

す
べ
て
の
人
々
の
絆
の
役
割
を

こ
れ
か
ら
も
果
た
し
続
け
る
こ

と
に
な
ろ
う
。

合
気
道
正
武
会
５０
周
年
行
事

は
２
月
２３
、
２４
日
に
広
島
県
福

山
市
に
て
植
芝
守
央
道
主
を
招

い
て
行
わ
れ
た
。

２３
日
は
記
念
祝
賀
会
が
福
山

ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
に

て
行
わ
れ
、
道
主
を
は
じ
め
多

く
の
来
賓
臨
席
の
も
と
１
８
０

人
以
上
が
５０
周
年
を
お
祝
い
し

た
。
道
主
は
「
５０
周
年
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
壬
生
川
師

範
の
情
熱
と
ご
家
族
の
ご
理
解

あ
っ
て
こ
そ
の
５０
年
だ
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
壬
生
川
師

範
が
こ
の
地
域
で
実
践
さ
れ
て

き
た
熱
意
を
も
っ
て
更
に
大
き

な
輪
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

祝
辞
を
述
べ
た
。
続
い
て
磯
山

博
全
日
本
合
気
道
連
盟
顧
問
、

門
田
峻
徳
銀
河
学
園
理
事
長
、

遠
藤
康
洋
岡
山
県
合
気
道
連
盟

顧
問
よ
り
祝
辞
が
あ
っ
た
。
ま

た
壬
生
川
堯
一
正
武
会
主
席
師

範
よ
り
臨
席
さ
れ
た
来
賓
へ
の

謝
辞
と
ご
家
族
、
正
武
会
会
員

へ
の
日
頃
の
感
謝
が
述
べ
ら
れ

た
。
祝
賀
会
の
途
中
に
は
林
典

夫
（
公
財
）
合
気
会
常
務
理
事

や
尾
�

全
日
本
合
気
道
連
盟

理
事
長
ら
か
ら
も
お
祝
い
の
言

葉
が
述
べ
ら
れ
た
。

２４
日
は
ふ
く
や
ま
芸
術
文
化

ホ
ー
ル
に
て
記
念
演
武
会
が
開

催
さ
れ
、
演
武
者
や
保
護
者
ら

約
１
８
０
０
名
が
参
集
。
壬
生

川
師
範
よ
り
主
催
者
挨
拶
が
あ

り
道
主
、
枝
広
直
幹
福
山
市
長

か
ら
演
武
会
開
催
に
あ
た
っ
て

の
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。
大
会

は
壬
生
川
師
範
の
演
武
を
皮
切

り
に
正
武
会
指
導
者
や
会
員
の

演
武
、
正
武
会
が
指
導
を
行
っ

て
い
る
幼
稚
園
や
中
高
大
学
生

の
演
武
が
行
わ
れ
、
道
主
に
よ

る
総
合
演
武
で
締
め
く
く
ら
れ

た
。

植芝道主による総合演武

４
月
６
日
か
ら
７
日
ま
で
植

芝
盛
平
翁
没
後
５０
周
年
記
念
平

成
３１
年
度
植
芝
盛
平
翁
顕
彰
事

業
が
和
歌
山
県
田
辺
市
で
開
催

さ
れ
た
。
６
日
午
後
２
時
３０
分

よ
り
熊
野
本
宮
大
社
旧
社
地

「
大
斎
原
」
に
て
植
芝
充
央
本

部
道
場
長
に
よ
る
特
別
講
習
会

が
１
時
間
半
行
わ
れ
た
。
開
催

に
先
立
ち
植
芝
充
央
本
部
道
場

に
よ
り
「
こ
の
度
は
国
際
奉
納

演
武
大
会
に
ち
な
ん
で
、
講
習

会
が
行
わ
れ
ま
す
こ
と
を
心
か

ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
田
辺
市
役
所
、
植
芝
盛
平

翁
顕
彰
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
い
つ
も
合
気
道
に
ご

尽
力
い
た
だ
き
、
本
当
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
ま
で
は

道
主
が
講
習
会
、
演
武
を
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
今
年
か
ら
道

主
に
変
わ
り
ま
し
て
私
が
来
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
神
聖
な
場
所
で
稽
古
、
そ

し
て
演
武
で
き
ま
す
こ
と
を
非

常
に
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。
演
武
大
会
に
先
立
っ
て
の

１
時
間
半
の
講
習
会
、
皆
様
と

し
っ
か
り
と
稽
古
し
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

１９
団
体
１
２
０
名
の
参
加
者

が
、
野
外
に
設
置
さ
れ
た
畳
の

上
で
稽
古
に
励
ん
だ
。

そ
の
後
、
場
所
を
「
川
湯
み

ど
り
や
」
に
移
し
、
植
芝
充
央

合
気
道
本
部
道
場
長
を
囲
む
懇

親
会
が
行
わ
れ
た
。
真
砂
充
敏

田
辺
市
長
、
曽
我
部
大
剛
高
山

寺
住
職
、
九
�
家
隆
熊
野
本
宮

大
社
宮
司
が
出
席
さ
れ
た
。
開

催
に
先
立
っ
て
真
砂
田
辺
市
長

よ
り
「
植
芝
盛
平
翁
の
没
後
５０

周
年
を
記
念
し
た
合
気
道
国
際

奉
納
演
武
の
前
夜
祭
と
し
て
、

植
芝
充
央
合
気
道
本
部
道
場
長

を
囲
む
会
を
盛
大
に
開
催
で
き

ま
す
こ
と
を
う
れ
し
く
、
皆
様

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
挨
拶
が
あ
っ
た
。
終
始
和
や

か
歓
談
が
続
き
、
会
は
無
事
に

終
了
し
た
。

７
日
は
熊
野
本
宮
大
社
本
殿

に
て
公
式
参
拝
が
行
わ
れ
た

後
、
場
所
を
熊
野
本
宮
大
社
旧

社
地
「
大
斎
原
」
に
移
し
合
気

道
国
際
奉
納
演
武
が
行
わ
れ

た
。
１１
団
体
約
９０
名
が
演
武
を

行
っ
た
。
日
頃
の
稽
古
の
成
果

を
十
分
に
発
揮
さ
れ
、
最
後
に

植
芝
充
央
本
部
道
場
長
に
よ
る

演
武
で
締
め
く
く
ら
れ
、
無
事

に
終
了
し
た
。

午
後
か
ら
は
場
所
を
熊
野
塾

道
場
に
移
し
、
１
時
３０
分
よ
り

熊
野
塾
道
場
主
催
の
開
祖
没
後

５０
周
年
祭
が
行
わ
れ
た
。
来
賓

と
し
て
九
�
家
隆
熊
野
本
宮
大

社
宮
司
、
田
岡
実
千
年
新
宮
市

長
、
速
水
盛
康
教
育
長
、
二
階

俊
博
衆
議
院
議
員
自
由
民
主
党

幹
事
長
代
理
、
世
耕
弘
成
経
済

産
業
大
臣
・
国
際
博
覧
会
担
当

大
臣
代
理
が
臨
席
さ
れ
た
。

２
日
間
と
も
天
候
に
と
て
も

恵
ま
れ
、
暑
い
日
ざ
し
が
降
り

注
ぐ
中
、
講
習
会
、
演
武
会
、

神
事
と
予
定
通
り
野
外
で
行
う

こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
海
外

８
カ
国
か
ら
の
参
加
が
あ
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
国
際
色
が
豊
か

な
行
事
と
な
っ
た
。
（
桑
原
将

太
本
部
道
場
指
導
部
指
導
員
）

植芝本部道場長による奉納演武

昨
年
に
続
い

て
の
晴
天
に
恵

ま
れ
る
中
、
合

気
道
本
部
道
場

道
場
長
植
芝
充

央
先
生
を
お
招

き
し
て
、
平
成

３１
年
度
央
名
会

氣
守
道
場
講
習
会
が
３
月
３１

日
、
愛
知
県
武
道
館
で
開
催
さ

れ
た
。
総
計
２
１
０
名
が
参
加

し
た
。

植
芝
充
央
本
部
道
場
長
は
、

稽
古
の
前
半
、
合
気
道
の
根
幹

を
成
す
５
級
と
４
級
の
技
を
中

心
に
指
導
さ
れ
た
。
そ
の
指
導

に
お
い
て
、
立
ち
技
も
座
り
技

も
技
の
形
に
変
わ
り
が
な
い
こ

と
、
し
か
し
な
が
ら
立
っ
て
い

る
状
況
と
座
っ
て
い
る
状
況
と

で
は
間
合
い
が
異
な
っ
て
く
る

こ
と
を
注
意
さ
れ
た
。
稽
古
の

後
半
、
植
芝
充
央
本
部
道
場
長

は
前
半
に
示
し
た
技
の
応
用
と

し
て
、
半
身
半
立
ち
片
手
取
り

四
方
投
げ
、
後
ろ
両
手
取
り
回

転
投
げ
、
諸
手
取
り
十
字
投
げ

な
ど
を
指
導
さ
れ
た
。

講
習
会
の
後
は
植
芝
充
央
本

部
道
場
長
を
お
招
き
し
て
懇
親

会
が
開
催
さ
れ
た
。
懇
親
会
に

は
講
習
会
か
ら
引
き
続
き
愛
知

県
内
外
の
道
場
生
が
参
加
し
、

７３
名
が
出
席
し
た
。
懇
親
会
は

植
芝
充
央
本
部
道
場
長
を
囲
ん

で
和
や
か
に
終
了
し
た
。
（
鈴

木
篤
）

関
東
地
区
の
高
校

合
気
道
講
習
会

平
成
３１
年
３
月
２８
日
、
昨
年

に
引
き
続
き
、
関
東
地
区
高
等

学
校
合
気
道
講
習
会
が
東
京
武

道
館
内
の
第
１
武
道
場
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
参
加
９

校
、
計
７９
名
の
高
校
生
が
集
ま

り
ま
し
た
。
講
師
に
は
本
部
道

場
指
導
部
よ
り
鈴
木
俊
雄
先
生

を
お
迎
え
し
、
間
に
休
憩
を
挟

む
形
で
２
時
間
の
稽
古
を
行
い

ま
し
た
。

前
段
は
基
本
の
片
手
取
り
転

換
か
ら
始
ま
り
、
立
技
・
座
技

か
ら
の
一
教
、
立
技
か
ら
の
入

り
身
投
げ
や
四
方
投
げ
と
い
っ

た
基
本
技
を
中
心
に
行
い
ま
し

た
。
後
段
で
は
少
し
大
き
く
動

く
た
め
に
、
学
年
ご
と
に
分
け

て
の
稽
古
と
な
り
ま
し
た
。
正

面
打
ち
小
手
返
し
、
諸
手
取
り

呼
吸
投
げ
、
肩
取
り
二
教
、
正

面
打
ち
三
教
、
そ
し
て
最
後
に

は
正
面
打
ち
か
ら
の
自
由
技
を

行
い
ま
し
た
。

前
段
・
後
段
の
指
導
で
共
通

し
て
い
た
こ
と
は
、
一
人
勝
手

に
受
け
身
を
と
る
の
で
は
な

く
、
取
り
の
技
を
し
っ
か
り
と

受
け
止
め
な
が
ら
、
体
が
一
体

と
な
る
よ
う
に
意
識
し
て
受
け

身
を
と
る
と
い
う
も
の
で
し

た
。
普
段
学
校
で
教
わ
っ
て
い

る
こ
と
と
は
異
な
り
戸
惑
っ
た

り
、
動
き
止
ま
っ
て
し
ま
う
高

校
生
も
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
も

ま
た
良
い
稽
古
と
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。
鈴
木
先
生
の
熱
心
な

ご
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
が
真
摯
に
技
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
講
習
会
を
通
じ
て

高
校
生
同
士
が
交
流
し
親
睦
を

深
め
て
い
く
こ
と
も
大
き
な
目

的
の
１
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
こ
う
し
た
機
会
が
多
く

増
え
て
い
く
こ
と
で
、
よ
り
合

気
道
が
活
発
に
な
っ
て
い
く
も

の
と
期
待
し
ま
す
。
（
富
士
見

高
等
学
校
合
氣
道
部
顧
問

藤

川

建
）

本部道場長による抑え技

「
開
祖
・
吉
祥
丸
二
代
道
主

を
偲
ぶ
会
」
は
、
４
月
２６
日
の

午
後
７
時
か
ら
本
部
道
場
の
３

階
で
行
わ
れ
、
本
部
道
場
や
全

国
・
海
外
の
道
場
か
ら
約
１
２

０
名
が
参
加
し
た
。

始
め
に
植
芝
守
央
道
主
か
ら

挨
拶
、そ
の
後
道
主
よ
り
開
祖
、

吉
祥
丸
二
代
道
主
、
過
去
の
師

範
、
昔
の
本
部
道
場
な
ど
過
去

の
写
真
を
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

を
通
し
て
説
明
が
あ
り
、
皆
で

歴
史
を
改
め
て
確
認
し
た
。

ま
た
本
邦
初
公
開
と
な
る
、

開
祖
・
吉
祥
丸
二
代
道
主
を
旧

防
衛
庁
屋
上
で
撮
影
し
た
フ
ィ

ル
ム
が
上
映
さ
れ
た
。

映
写
会
の
後
、
直
会
に
移
っ

た
。
尾
�
晌
全
日
本
合
気
道
連

盟
理
事
長
の
挨
拶
の
後
献
杯
し

た
。
ま
た
最
後
に
は
植
芝
充
央

本
部
道
場
長
か
ら
も
思
い
出
が

話
さ
れ
、
和
や
か
な
も
の
に
な

っ
た
。

大
祭
前
の
清
掃
に

１
５
４
名
が
参
加

合
気
神
社
例
大
祭
前
の
清
掃

奉
仕
作
業
が
４
月
１４
日
午
前
９

時
か
ら
行
わ
れ
、
茨
城
県
合
気

道
連
盟
傘
下
の
２０
団
体
と
本
部

道
場
指
導
部
、本
部
道
場
幹
事
、

茨
城
支
部
道
場
の
会
員
１
５
４

名
が
参
加
し
た
。

清
掃
は
各
班
に
分
か
れ
て
神

社
境
内
・
神
社
・
道
場
周
辺
の

草
刈
や
落
ち
葉
拾
い
を
行
い
、

１２
時
３０
分
頃
に
終
了
し
た
。
当

日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
ま
た
茨

城
支
部
道
場
敷
地
内
の
桜
が
満

開
と
い
う
こ
と
で
清
掃
終
了

後
、
参
加
者
は
花
見
も
楽
し
ん

だ
。
大
祭
前
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
参
加
者
は
清
掃
作
業
に
一

生
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

奉
仕
作
業
に
参
加
さ
れ
た
皆

様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

正正武武会会５５００周周年年
合
気
道
新
聞
７００
号
を
迎
え
て

編

集

人

可
児

晋

開
祖
・
吉
祥
丸
二
代
道
主
を
偲
ぶ
会

道場長が熊野で奉納演武

気
守
道
場
の
講
習
会
に
２
１
０
名
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小林師範の呼吸法

私
（
小
林
）
は
４
月
１１
日
か

ら
１６
日
ま
で
、
エ
ス
ト
ニ
ア
合

気
道
連
盟
（
レ
ネ
・
モ
ー
ヤ
レ

フ
二
段
吾
勝
道
場
）
春
季
講
習

会
に
派
遣
さ
れ
た
。

講
習
は
タ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
パ

レ
ス
に
て
週
末
開
催
さ
れ
、
金

曜
１
回
、
土
曜
・
日
曜
２
回
の

各
１
時
間
半
を
私
が
指
導
し

た
。参

加
者
は
同
連
盟
か
ら
約
９０

名
が
参
加
。
少
数
の
参
加
者
で

は
あ
っ
た
が
、
基
本
の
動
き
、

体
捌
き
か
ら
残
身
ま
で
を
指

導
、
皆
真
剣
な
眼
差
し
で
取
り

組
み
、精
一
杯
稽
古
し
て
い
た
。

海
外
か
ら
は
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、

オ
ラ
ン
ダ
か
ら
も
参
加
者
が
あ

っ
た
。

ま
た
１４
日
に
は
昇
段
審
査
が

行
わ
れ
、
初
段
５
名
、
二
段
１

名
、
三
段
１
名
、
四
段
２
名
が

受
験
し
、
全
員
が
合
格
し
た
。

昨
年
、
同
連
盟
で
話
し
合
わ

れ
た
、
連
盟
内
の
活
性
化
、
連

携
の
促
進
化
等
も
実
践
さ
れ
て

い
る
模
様
で
、
月
１
回
の
合
同

稽
古
会
も
行
わ
れ
て
い
る
。

本
部
道
場
で
も
お
な
じ
み
の

ド
ミ
ト
リ
・
メ
シ
ャ
ル
ヤ
コ
ブ

氏
、
レ
イ
ン
・
ア
ウ
ス
ミ
ー
ス

氏
、
ロ
ー
ラ
ン
ド
・
ア
シ
ャ
ホ

フ
氏
他
、
指
導
者
全
員
一
致
団

結
し
、
連
盟
の
発
展
に
努
力
す

る
姿
勢
が
伝
わ
り
、
好
感
が
持

て
た
。
（
本
部
道
場
指
導
部
師

範

小
林
幸
光
）

ル
�
マ
ニ
ア

春
季
講
習
会

私
（
小
林
）
は
、
３
月
２０
日

か
ら
２５
日
ま
で
ル
ー
マ
ニ
ア
合

気
会
合
気
道
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ

ョ
ン
（
ド
リ
ン
・
マ
ル
キ
ス
六

段
）
の
春
季
講
習
会
に
派
遣
さ

れ
た
。

場
所
は
同
国
ク
ル
ー
ジ
ュ
・

ナ
ポ
カ
市
内
の
、
日
本
文
化
セ

ン
タ
ー
内
道
場
で
行
わ
れ
た
。

講
習
は
、
金
曜
か
ら
日
曜
ま
で

１
日
２
回
（
各
１
時
間
半
）
行

わ
れ
、私
が
指
導
を
担
当
し
た
。

講
習
に
は
地
元
の
ル
ー
マ
ニ
ア

を
は
じ
め
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ギ

リ
シ
ャ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
タ
リ

ア
、
ド
イ
ツ
等
か
ら
、
約
２
７

０
名
の
会
員
が
参
加
し
た
。

稽
古
で
は
、
道
場
が
狭
く
混

雑
し
た
中
で
、
初
心
者
、
少
年

部
か
ら
高
段
者
、
ま
た
若
手
か

ら
年
配
者
ま
で
男
女
を
問
わ
ず

入
り
交
り
、
元
気
に
お
互
い
を

鍛
錬
し
て
い
た
。

２４
日
夜
は
、
参
加
者
全
員
出

席
の
晩
餐
会
が
開
催
さ
れ
、
会

員
同
士
で
打
ち
解
け
合
い
、
楽

し
い
一
時
を
過
ご
し
て
い
た
。

ま
た
本
年
は
、
私
の
還
暦
で

も
あ
り
、
色
々
な
イ
ベ
ン
ト
も

沢
山
行
わ
れ
、
本
当
に
楽
し
い

晩
餐
会
で
あ
っ
た
。同
会
と
は
、

長
年
の
お
付
き
合
い
も
あ
り
、

家
族
的
な
関
係
を
持
ち
続
け
て

い
る
。
会
員
も
自
然
に
接
し
て

く
れ
て
、
海
外
に
い
る
と
は
思

え
な
い
環
境
で
あ
る
。
今
後
も

同
会
の
発
展
を
祈
り
、
同
国
を

後
に
し
た
。
（
本
部
道
場
指
導

部
師
範

小
林
幸
光
）

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
春
季
講
習
会

私
（
入
江
）
は
４
月
１１
日
か

ら
１５
日
ま
で
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
合

気
会
春
季
講
習
会
に
派
遣
さ

れ
、
指
導
稽
古
を
行
っ
た
。

ロ
ン
ド
ン
を
経
由
し
て
ダ
ブ

リ
ン
に
着
い
た
が
ヒ
ー
ス
ロ

ー
、
ダ
ブ
リ
ン
空
港
と
も
に
入

管
は
今
回
も
厳
し
い
。
シ
ョ
ー

ン
・
マ
ク
ル
ー
リ
会
長
と
の
待

ち
合
わ
せ
ま
で
空
港
の
バ
ー
で

ま
ず
は
ギ
ネ
ス
ビ
ー
ル
を
１
パ

イ
ン
ト
。
ダ
ブ
リ
ン
訪
問
を
実

感
す
る
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
合
気

会
は
マ
ク
ル
ー
リ
会
長
に
よ
っ

て
設
立
さ
れ
た
４０
年
以
上
の
歴

史
を
持
つ
本
部
公
認
団
体
で
あ

る
。講

習
会
は
１３
日
夜
か
ら
１４
日

午
前
ま
で
４
回
の
稽
古
、
会
場

は
ト
リ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
施

設
内
に
あ
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・

ア
イ
キ
ド
ウ
・
セ
ン
タ
ー
、
参

加
者
は
６０
名
。

な
じ
み
に
な
っ
た
い
つ
も
の

メ
ン
バ
ー
と
基
本
技
を
中
心

に
、
今
回
は
太
刀
取
り
を
加
え

て
稽
古
を
行
っ
た
。
稽
古
の
み

の
短
い
滞
在
で
あ
っ
た
が
、
参

加
者
か
ら
ま
た
来
て
く
だ
さ
い

と
言
わ
れ
、
温
か
い
気
持
ち
に

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。（
本
部
道

場
指
導
部
師
範

入
江
嘉
信
）

パブで演奏会が始まった

小林師範を中心に２７０名が揃う

シ
ン
ガ
ポ
�
ル
講
習
会

私
（
栗
林
）
は
４
月
１８
日
か

ら
２２
日
ま
で
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

の
「
Ｍ
ｕ
ｍ
ｅ
ｉ
Ｓ
ｈ
ｕ
ｄ
ａ

ｎ
」
（
代
表
Ｓ
ｅ
ｒ
ｇ
ｅ
Ｂ
ｅ

ｒ
ａ
ｕ
ｄ
五
段
）
主
催
講
習
会

の
た
め
久
々
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

を
訪
問
し
た
。

Ｍ
ｕ
ｍ
ｅ
ｉ

Ｓ
ｈ
ｕ
ｄ
ａ

ｎ
は
今
年
で
創
立
１０
周
年
に
あ

た
り
、
そ
の
記
念
行
事
の
一
環

で
あ
る
。
Ｓ
ｅ
ｒ
ｇ
ｅ
氏
は
２０

数
年
前
に
東
京
に
在
住
し
て
お

り
、
同
じ
く
本
部
道
場
で
稽
古

し
て
い
た
夫
人
共
々
、
小
生
達

と
は
知
己
の
間
柄
で
あ
り
、
今

回
も
そ
の
縁
で
の
招
待
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
小
生
に
と
っ
て
は

１０
数
年
ぶ
り
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

訪
問
で
あ
り
、
写
真
な
ど
で
は

見
た
こ
と
が
有
っ
た
も
の
の
、

実
際
に
現
地
に
到
着
し
て
み
る

と
す
っ
か
り
様
変
わ
り
し
た
街

の
様
子
に
は
目
を
見
張
る
も
の

が
あ
っ
た
。

講
習
会
は
１９
日
夜
か
ら
始
ま

り
、
１９
日
は
Ｍ
ｕ
ｍ
ｅ
ｉ
Ｓ
ｈ

ｕ
ｄ
ａ
ｎ
の
道
場
に
地
元
会
員

３０
名
が
集
ま
っ
た
。
２０
日
と
２１

日
に
は
会
場
を
海
岸
沿
い
の
Ｋ

ａ
ｌ
ｌ
ａ
ｎ
ｇ
劇
場
に
移
し
、

Ｓ
ｅ
ｒ
ｇ
ｅ
氏
の
門
人
の
他
に

国
内
他
団
体
の
メ
ン
バ
ー
や
ベ

ト
ナ
ム
、
日
本
か
ら
の
参
加
者

を
併
せ
、５０
名
程
が
参
加
し
て
、

熱
心
に
稽
古
に
励
ん
だ
。
２１
日

午
前
の
稽
古
中
に
同
会
場
を
使

用
し
て
い
た
他
団
体
の
勘
違
い

か
ら
警
報
が
発
報
さ
れ
、
稽
古

を
中
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い

ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
見
舞
わ
れ
た

が
、
会
場
を
道
場
に
戻
し
て
講

習
会
は
無
事
に
終
了
し
た
。
若

い
メ
ン
バ
ー
も
多
く
、
彼
ら
が

将
来
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
合

気
道
発
展
の
中
心
に
な
っ
て
く

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

（
公
益
財
団
法
人
合
気
会
指
導

部
師
範

栗
林
孝
典
）

加
・
バ
ン
ク
�
バ
�
で
も
春
季
講
習
会

４
月
４
日
か
ら
９
日
ま
で
、

私
（
藤
巻
）
は
バ
ン
ク
バ
ー
・

ウ
エ
ス
ト
合
気
会
の
春
季
講
習

会
指
導
の
た
め
、
カ
ナ
ダ
の
バ

ン
ク
ー
バ
ー
市
を
訪
れ
た
。

同
会
は
活
動
を
始
め
て
３３
年

に
な
る
が
、
現
在
は
石
山
一
舟

師
範
が
道
場
長
を
務
め
て
い

る
。
今
回
は
毎
年
行
わ
れ
て
い

る
春
季
講
習
に
、
本
部
道
場
か

ら
指
導
者
を
招
い
た
と
い
う
か

た
ち
で
あ
る
。

初
日
の
金
曜
日
は
、
市
内
の

ホ
ー
ン
教
会
の
体
育
施
設
に
地

元
の
会
員
約
４０
名
が
集
ま
り
、

１
時
間
の
稽
古
を
行
っ
た
。

メ
イ
ン
で
あ
る
土
日
の
講
習

は
、
市
内
の
ジ
ェ
リ
コ
・
セ
ン

タ
ー
に
会
場
を
移
し
て
開
催
さ

れ
、
２１
道
場
か
ら
約
７０
名
が
参

加
し
、
計
６
回

の
講
習
の
う
ち

２
回
を
石
山
師

範
が
、
４
回
を

私
が
担
当

し

た
。全

体
の
約
２

割
が
白
帯
の
初

心
者
だ
っ

た

が
、
有
段
者
も

含
め
、
普
段
か

ら
基
本
技
を
し

っ
か
り
と
積
み
重
ね
て
い
る
と

い
う
印
象
を
受
け
た
。
ま
た
、

昇
段
審
査
も
控
え
て
い
る
と
聞

い
た
の
で
、
今
回
は
基
本
か
ら

展
開
す
る
応
用
技
を
多
め
に
行

っ
た
。

ビ
ク
ト
リ
ア
や
ト
ロ
ン
ト
、

カ
ル
ガ
リ
ー
と
い
っ
た
大
き
な

都
市
か
ら
の
参
加
者
も
あ
り
、

カ
ナ
ダ
に
合
気
道
が
浸
透
し
て

い
る
こ
と
と
、
今
回
の
よ
う
な

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
横
と
の

繋
が
り
を
大
切
に
し
て
い
る
様

子
が
伝
わ
っ
て
き
た
。
（
本
部

道
場
指
導
部
師
範

藤
巻
宏
）

呼吸法をする栗林師範

ジ
�
カ
ル
タ
で

セ
ミ
ナ
�
指
導

私
（
森
）
は
３
月
１５
日
か
ら

１７
日
ま
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
首

都
ジ
ャ
カ
ル
タ
を
訪
問
し
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
合
気
会
連
盟
の
セ
ミ

ナ
ー
を
指
導
し
た
。
私
は
本
連

盟
の
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
は
２
回

目
の
訪
問
。

参
加
者
は
１
６
０
名
を
越
え

る
。
１
時
間
の
稽
古
を
８
回
と

審
査
を
行
っ
た
。
昇
段
審
査
の

受
験
者
は
５５
名
で
審
査
時
間
は

３
時
間
に
も
及
ん
だ
。
参
加
者

は
み
な
昨
年
よ
り
も
上
達
し
て

い
た
。

今
回
、
初
め
て
各
団
体
の
代

表
者
だ
け
で
は
な
く
セ
ミ
ナ
ー

参
加
者
と
広
く
交
流
す
る
場
を

企
画
し
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人

は
シ
ャ
イ
で
最
初
は
積
極
的
に

質
問
を
し
よ
う
と
は
し
な
か
っ

た
が
、
最
後
に
は
打
ち
解
け
て

き
た
。
（
本
部
道
場
指
導
部
師

範

森
智
洋
）

ロ
シ
ア
講
習
会

私
（
桂
田
）
は
、
４
月
９
日

か
ら
１４
日
ま
で
、
セ
ブ
ン
サ
ム

ラ
イ
道
場
春
季
講
習
会
の
た

め
、
ロ
シ
ア
・
ブ
ラ
ゴ
ベ
シ
チ

ェ
ン
ス
ク
を
訪
問
し
た
。

子
供
の
稽
古
１
回
、
大
人
の

稽
古
を
５
回
指
導
し
た
が
、
特

に
若
年
層
の
吸
収
力
が
素
晴
ら

し
い
。
普
段
の
指
導
者
の
熱
意

が
感
じ
ら
れ
る
。
こ
ち
ら
も
何

か
を
残
せ
れ
ば
と
必
死
で
あ

る
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
よ
い
関

係
を
続
け
て
い
け
れ
ば
あ
り
が

た
い
。

（
本
部
道
場
指
導
部
師
範

桂

田
英
路
）

北
京
講
習
会

私
（
鈴
木
）
は
、
３
月
２２
日

か
ら
２５
日
に
か
け
て
、
中
国
北

京
で
講
習
会
を
行
っ
た
。
２３
、

２４
の
２
日
間
で
７
回
の
講
習
会

が
あ
り
、
１２
団
体
、
約
９０
名
の

参
加
が
あ
っ
た
。
巡
回
指
導
で

３
年
続
け
て
北
京
に
行
っ
た

が
、
会
員
の
真
剣
に
稽
古
を
し

た
い
と
い
う
気
持
ち
が
見
え
て

き
た
。
北
京
に
お
い
て
合
気
道

を
し
っ
か
り
と
稽
古
し
て
い
る

会
員
と
存
分
に
稽
古
を
行
っ

た
。
（
本
部
道
場
指
導
部
師
範

鈴
木
俊
雄
）

ベ
ト
ナ
ム
で
講
習
会

私
（
小
山
）
は
、
２
月
２１
日

か
ら
２５
日
ま
で
巡
回
指
導
の
一

環
と
し
て
ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義

共
和
国
の
ハ
ノ
イ
市
へ
１０
年
ぶ

り
に
訪
れ
た
。

講
習
会
は
２３
日
と
２４
日
両
日

の
午
前
午
後
２
時
間
ず
つ
行
わ

れ
た
。

参
加
者
は
ハ
ノ
イ
合
気
会
加

盟
団
体
と
勇
気
修
道
館
か
ら
約

４０
名
以
で
あ
っ
た
。
以
前
訪
れ

た
時
に
比
べ
る
と
こ
ぢ
ん
ま
り

と
し
た
も
の
に
感
じ
ら
れ
た
。

稽
古
の
参
加
者
も
若
い
人
が

多
く
活
気
あ
る
も
の
で
あ
っ

た
。ハ

ノ
イ
合
気
会
代
表
の
ラ
ン

氏
に
よ
る
と
ハ
ノ
イ
で
は
約
２

０
０
０
名
が
合
気
道
の
稽
古
を

し
て
い
る
と
の
事
。

私
が
初
め
て
訪
れ
た
１０
年
前

と
比
べ
て
高
い
ビ
ル
が
増
え
、

乗
り
物
も
バ
イ
ク
か
ら
車
へ
と

移
り
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
近

年
高
い
経
済
成
長
率
と
な
っ
て

い
る
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
人
々

の
選
択
肢
が
増
え
て
い
く
中
、

合
気
道
の
稽
古
を
行
う
人
を
増

や
し
て
い
こ
う
と
す
る
努
力
は

非
常
に
重
要
だ
と
今
回
の
巡
回

指
導
で
感
じ
ら
れ
た
。
（
本
部

道
場
指
導
部
員

小
山
雄
二
）

◆
本
部
だ
よ
り

▽
菅
原
繁
指
導
部
師
範
は
、
５

月
１
日
か
ら
８
日
ま
で
ロ
シ
ア

の
講
習
会
に
派
遣
さ
れ
た
。

▽
栗
林
孝
典
指
導
部
師
範
は
、

５
月
２
日
か
ら
９
日
ま
で
ベ
ル

ギ
ー
・
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
、
５

月
２９
日
か
ら
６
月
４
日
ま
で
ブ

ル
ガ
リ
ア
の
講
習
会
に
派
遣
さ

れ
る
。

▽
入
江
嘉
信
指
導
部
師
範
は
、

５
月
２
日
か
ら
７
日
ま
で
ス
イ

ス
の
講
習
会
に
派
遣
さ
れ
る
。

▽
伊
藤
眞
指
導
部
師
範
は
、
５

月
８
日
か
ら
１３
日
ま
で
マ
レ
ー

シ
ア
、
５
月
２９
日
か
ら
６
月
４

日
ま
で
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
講
習
会

に
派
遣
さ
れ
る
。

▽
桂
田
英
路
指
導
部
師
範
は
、

５
月
１６
日
か
ら
２１
日
ま
で
カ
ナ

ダ
の
講
習
会
に
派
遣
さ
れ
る
。

▽
森
智
洋
指
導
部
師
範
は
、
５

月
２９
日
か
ら
６
月
４
日
ま
で
ポ

ー
ラ
ン
ド
の
講
習
会
に
派
遣
さ

れ
る
。

▽
金
澤
威
指
導
部
師
範
は
、
５

月
３０
日
か
ら
６
月
４
日
ま
で
ラ

ト
ビ
ア
の
講
習
会
に
派
遣
さ
れ

る
。

指導する藤巻師範

森師範による抑え技

エ
ス
ト
ニ
ア
春
季
講
習
会
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合 気 道 新 聞 （４）令和元年５月１０日第７００号

【四段】
◆友志館�相田吉輝◆合気道瀧田塾�川
原繕美◆合気道東湖塾�忍山直子◆住吉
塾�福井雅◆綾瀬市合気会�山谷宰史、
�本幸尚◆山口合気会光道場�大坪俊彦
◆合氣道神武錬成塾�須藤智哉、長澤正
明◆月窓寺道場�後藤澄子、大圖通子◆
荒川合気会�H.Saeed◆春水道場�北野
聡◆小林道場�児島光利、根本秀佳、中
川健、奥村召司◆祥平塾�服部陽一、松
尾利明、クーポ・ジェレミ◆合気道神戸
�新阜孝之、I.Neziri◆大阪武育会�西
村真美、森田哲也◆中野区合気道会�櫻
井宏和◆品川円明会�古澤克修◆緑が丘
合気会�三浦庄二◆岩出道場�浅田信一
◆合気道平成会�奥野敏明、野々原靖也
◆兵庫合気会�山田耕造、山中利晃◆清
心館道場�長澤祐子、小西岳夫◆世田谷
大原合気会�堀之内祐太◆正道友和会�
青江和眞◆熊本合気会�高本昌典◆合気
道高城道場�中原哲郎、山内雅博◆
THAILAND�W.Benjanart◆U.S.A．�W.
D’Angelo�、M.Murakawa、M.Ruth、A.
Vitale、K.Downing、R.Rayburn、S.English
◆IRAN�S.Jafaripour、A.Babakhani、A.
Vaziri◆BULGARIA�G. Nikolov◆ FIN-
LAND� T. Martikainen ◆ TURKEY� S.
Kaptan、O.Ilker、V.Atakan◆RUSSIA�V.
Kunitskiy 、 D. Krishkevich ◆ CHILE� S.
Royo◆ARGENTINA� J. Faieraizen 、 H.
Gardellini、C.Delfino、S..Delgado◆MACE-
DONIA�D. Cingarski◆HUNGARY� F.
Nemeth◆CANADA�S.Koch、W.Bard◆
VIETNAM� P. Ngo ◆ SPAIN� M. Ve-
lazquez◆SINGAPORE�L.Tan
【参段】
◆多摩川合気道会�中村芳雄、宮原盛雄、
米本玲男奈◆自灯館�篠原陽子◆人吉合
気会�上野貴幸◆諏訪道場�金井勇樹◆
旭合気道クラブ�毛利靖洋◆綾瀬市合気
会�山谷晴代◆広島合気会�古林昌純、
住井良行◆習錬館道場�松川岳央、黒田
アレクサンドラ麗子◆荒川合気会�坂詰
和紀、茂出木昇平、高橋美和◆佐賀合気
会�内田貴喜◆三河合気道研究会�浅井
俊光◆山形新庄道場�氏家一彦◆合気道
滋賀�勝部正俊、松井徹夫◆小林道場�
石本英雄、岸田宏喜、山下健一、池内健
治、坂本美香◆祥平塾�椛島都福、泉孝
好◆相生会神戸三田道場�飯田康夫、池
坊彰泰◆合気道神戸�久松睦典◆青雲塾
�山田尚孝◆大手前学院�井端智子◆調
布合気道会�中里博美、磯沼利惠子、増
田浩章◆津山合気会�梶谷彩香◆よみう
りカルチャー八王子�飯沢諒◆鳴鶴会�
西野弓月、船木涼◆堀越道場�森正晴◆
おあしす合気会�成澤悟◆清心館道場�
深澤元博、齊藤泰生◆五十嵐道場�森田
啓資◆如水合気道研鑽会�長谷川世一、
傳法谷洸樹、福島駿◆宮崎合気道会�清
水正樹◆かすみがうら合気会�梅原由孝
◆菊水道場�佐藤菊美◆名古屋大学��
川彩葉◆沖縄科学技術大学院大学武道ク
ラブ合気道セクション�方宗譽◆ITALY
�M.Rosso◆BRAZIL�A.Sargeant◆DEN-
MARK�T.Hansen、J.Ravnskjaer◆POR-
TUGUL�J.Silva◆IRAN�M.Miandoab、
M.Rajab、M.Taghdisian◆BULGARIA�
M.Popov、P.Paunov、D.Rusinov◆U.S.A．
�G.Illiano、I.Becker、P.Williams、S.Rich-
ter、P.Gomez、J.Ho、K.Rudisill、A.Watson、
C.Oca、L.Li、N.Tsao、R.Gubler、G.Marks
◆FINLAND�J.Lyytinen、L.Jaaskelainen
◆TURKEY�C.Ustunkaya、E.Ustunkaya、
C.Ozturk、O.Caglar、Y.Oktem◆RUSSIA
�V.Alexenko、O.Bogdanov、A.Morozov、
T.Grinevich◆POLAND�M.Lewicka、J.
Malinowski、B. Bobrowska◆SPAIN�E.
Grigalis、G.Bacevicius◆ARGENTINA�I.
Artero、G.Marks、M.Nicolet、J.Santos◆
MEXICO�F.Valdes、G.Lopez、H.Adhikari、
H.Pena、E.Martinez、R.Avendano、O.Are-
nas、C.Gonzalez◆GERMANY�H.Pick-
rahn◆HUNGARY�A.Becsagh、C.Nemeth
◆INDIA�M.More◆SWITZERLAND�
M.Bruer、M.Giger◆UKRAINE�S.Shcher-
byna、Y.Orel、O.Ivasiuk◆SLOVAK�M.
Lestinsky◆VIETNAM�L.Vo、M.Phan、
T.Huynh、D.Le◆U.K．�A.Washbrook◆
FRANCE�L.Fachinger◆SINGAPORE�
許宗仁、D.Dharma、S.Er、 福海、 文
雄、J.Ng◆中華民国台湾�林志龍
【弐段】
◆茨城支部道場�門田育子◆多摩川合気
道会�後藤真吾◆合気道瀧田塾�竹之下
あゆみ、西尾健◆合気道れんしん会�吉
田雅美◆合気道奥州道場�関宮保広、茅

原拓朗◆パレストラ合気道クラブ�斉藤
智之、中野一也、キャメロン・クリスト
ファー裕太、斉藤奈津子◆茅ヶ崎合気会
�青江信明、青江裕美◆群馬合気会�徳
江俊一、米田志帆◆月窓寺道場��田均、
長澤成浩◆荒川合気会�宮澤雄一、久保
山源一◆三河合気道研究会�柴田美子◆
山形米沢道場�角屋周平◆小田原合気会
�井田英寿、佐々木暢◆小林道場�上出
益朗、熊崎誠、鳥海博、佐々木雄輝、南
悠穂、瀬野輝光、加藤純一◆合気道千葉
千種道場�御法川純一、鵜澤淳◆祥平塾
�小島武紀、藤本典子、永島聡子◆上田
合気会�有馬政典、長谷川峻◆合気道神
戸�S.Andrew◆大阪合気会�寺�愛知
◆調布合気道会�藤本史子、末松望◆辻
堂道場�古市孝義、栗原博己、井上陽子
◆八起会�小宮治朗◆平塚合気会�赤村
重紀◆鳴鶴会�上田貴士、上田修久、T.
Lengyel、�橋崇◆里見八顕会本部�照
屋真彦、伊藤公一◆緑が丘合気会�立上
智子、南博通◆宮北合気会�堂坂迅利◆
船橋市前原合気道教室�周防達大◆藤枝
合気会�鈴木雅之、川瀬美穂、横山智美、
清水大也◆合気道平成会�古田智靖、笈
西由倫◆清心館道場�三浦秀之◆五十嵐
道場�矢吹奨一、村上博之◆如水合気道
研鑽会�今村洋子◆合気道高城道場�高
城健、二俣健◆城下町合気道�大久保建
斗、永埜浩司◆四箇郷道場�谷畑龍◆顕
心館道場�浦辻稜矢◆花小金井合気道教
室燦武館�佐藤琴羽◆合気道桃林道場�
合田摩耶◆啓翔会�植松文洋◆かながわ
合気道会�林田貢一、末柄康博◆久留米
工業高等専門学校�古澤聖太◆山口大学
�内海秀一朗、亀井直子◆愛媛大学�江
本剛史、二宮夏希、森翔太◆香川大学�
村上湧亮、渡邊幸太郎、大川真実、星彩
香◆山形大学�佐藤慎太郎、日沼賢俊◆
滋賀大学�宮下真◆西南学院大学�牧口
愛結子◆東京女子体育大学�足立千夏、
岩坂優飛、與古田夏希◆奈良女子大学�
西美春◆福島大学�西間木輝◆名古屋大
学��部ほなみ◆明治大学駿河台合気道
同志会�谷田航基◆獨協大学�稲野辺李
菜、霜越聡◆ITALY�A.Rocchi、D.Conti-
nenza、L.Rossetti、G.Scarnera、L.Pisaroni、
P.Fogliati◆UKRAINE�V.Mitsynsky、S.
Nesterovich、S.Kovalenko◆BRAZIL�J.Pi-
naJr.◆DENMARK�J.Barenholdt◆POR-
TUGAL�V.Silva、J.Bento、L.Pacheco、
G.Neto、F.Borges、J.Rodrigues、J.Pereira、
R.Cabrita、V.Gervasio、P.Monteiro◆IRAN
�S.Lighvani、 F.Ebrahimi、 M.Sedehirad、
R.Barzamini、R.Mohammadi、A.Afjah◆
BULGARIA�P.Radoycoff、A.Shalamanova
◆U.S.A．�S.Robertson、E.Wollert、K.Un-
rau、C.Saxton、P.Cate、C.Pearlman、T.
Huynh、A.Bayley、D.Evans、M.Deen、D.
Reiley、R.Steinberg、M.Beainy、L.Baumgart-
ner、 B.Beggs◆MOROCCO�A.Monclus、
B.Khmich、S.Hilali、M.Ahbou、Z.Bouafar
◆TURKEY�V.Skorokirzha、B.Demir、B.
Gunes、V.Ozgur、C.Erdem、E.Gumusluoglu、
M.Kose◆CHILE�F.Leiva、F.Diaz、R.Ay-
ala、M.Toro◆SPAIN�P.Balciunas◆AR-
GENTINA�C.Muslera、H.Laureano、H.
Toscano、S.Detomaso、F.Sciuto、A.Gon-
zalez、A.Sevilla、E.Vennera、M.Fernandez、
G. Pira ◆ HUNGARY � A. Hamza 、 S.
Krupincza、P.Gaal◆INDIA�R.Rai◆KYR-
GYZTAN�I.Akjigitov、R.Dosonov◆PO-
LAND�K.Slizhykava、 I.Sadlowska、D.
Gulinski、P.Przywara◆SLOVAK�T.Jank-
ovic、A.Dudasko、J.Dudasko◆VIETNAM
�L.Pham、T.Hoang、H.Huynh、T.Tran、
T.Nguyen、H.Bui、Q.Tran、H.Dam、H.Tran、
N.Nguyen、T.Le、T.Tran、T.Ngo、D.Nguyen、
H.Nguyen、T.Huynh、D.Duong、H.Duong
◆AUSTRALIA�T.Sobko、M.Jones◆SIN-
GAPORE�M.Gaucher、N.Oei、C.Tan、
W.Li、A.Lim、L.Chng、 智 、C.Lee、
K.Lam、洪義強、Z.Ong◆EASTTIMOR
�A.Guterres、J.Goncalves
【初段】
◆本部道場�竹居能、林優衣◆長野合気
会�大塚直美◆友志館�柳田光汰◆秋田
ＵＧＯ合気道教室�佐藤史菜◆多摩川合
気道会�野田潤一、齊藤学、栗畑智則、
後藤正二郎◆合気道東湖塾�吉田裕二◆
人吉合気会�上野菜々望◆山口合気会萩
道場�田中正志◆山口合気会山口道場大
谷有紀◆合気道西大和会�石田響喜、板
井彩、和田晋司◆源氣会�鈴木瞳琉◆尾
張合気会�木村優介◆よみうりカルチャ
ー川崎�新井史恵、竹内理緒◆合気道奥
州道場�菅原羽瑠◆中今塾�小ヶ倉智◆

山口合気会下田合気会��田啓治◆パレ
ストラ合気道クラブ�工藤暖也◆愛結会
�玉村雄弥◆笠間市体育協会合気道部�
井上卓◆山口合気会下松道場�寺嶋歩香
◆海老名市合気会�藤田浩気◆茅ヶ崎合
気会�坂根竜太◆岩手県営武道館合気道
場�菅原博司◆合氣道神武錬成塾�我妻
なおみ、菊地成裕、三品彩乃◆月窓寺道
場�山田豊、藤井直子、小笠原朝子◆荒
川合気会�矢花渉史、石山琢真、進藤和
弥、桑子周造、西村忠吾、仙田有子◆合
心館谷本会�高橋真央、片岡久美子、神
田誠、岡田昭仁◆三河合気道研究会�清
水哲也、河野幹治、信江都葦◆山形道場
�井澤俊彦◆山形寒河江道場�村山正紀
◆日本武道館武道学園勝浦�平野功海◆
小田原合気会�秦輝好◆小林道場�小川
澄人、高橋久緒、猪巻陽子、岡田泰昌、
老沼弘◆湘南翡翠合気道クラブ�廣庭勇
◆祥平塾�渡辺仁志、栄光之輔、牛嶋章、
�山仁見、永山喜久美、手島大貴、金元
良夫、野井悠希子、中村伸一朗、大塚愛
美、田辺円、西隆行、金元法子エレン◆
上田合気会�五十嵐賢一、臼井康夫◆新
宿合気会�小林浩一◆合気道神戸��知
世、柴田智美、山田百峰、木村理恵子◆
正心会�滝口蒼太◆合気道修徳館�長谷
川椎名、亀田実咲、松本香帆、木村怜愛
◆大阪合気会�栗田悠乃、矢追奈々苗◆
大阪武育会�寺田史記、寺田由美子、郷
原蕉乃心、太田博◆土井道場�武藤雄飛、
石崎郁士◆品川円明会�安部弘一郎◆尾
間木合気会�野口美紀子◆福岡合気会�
武下龍生◆合気道白河道場�久保田睦
美、市川勝則◆合気道正武会�上川祐一
郎◆宮北合気会�石橋能◆合気道和光道
場�三上裕加◆堀越道場�青木一弘◆兵
庫合気会�加島光、井上大資、網干慎太
郎、坂元陽香◆清心館道場�山本蓮、齋
藤慈美◆塩尻朝日正心会道場�早石利
枝、末木徹◆正道友和会�福岡和政◆岩
手山麓合気道日高道場��野光一郎◆四
箇郷道場�鈴木匡、谷畑桃加◆合気道入
江道場�松浦真唯理、今村悠香◆小牧合
気会�武藤椎南◆合気道石田塾�塩田宏
志◆相生会あまがさき合気道クラブ�川
原田康代、衛藤信二◆井蛙塾�佐藤涼一、
�本宙史、小坂健太、藤�彗太、坂本直
謙◆千住合気会�三原千明◆桜の花出版
合気道部�若松直樹◆竹の氣クラブ�鈴
木里奈◆合気道泰門会�天羽佳子◆かな
がわ合気道会�大瀧晶子◆穎明館中学高
等学校�磯村佳凜◆東北学院榴ヶ岡高等
学校�稲葉太一、菅原大輔◆城西大学附
属城西中高等学校�加藤優奈◆武蔵高等
学校中学校�加畑智也、服部裕介、原田
武、田中直斗◆山形県立山形南高等学校
�五十嵐郁弥、五十嵐海斗、高柳洋人、
小宮山新大◆山口大学�藤野理士◆愛媛
大学医学部�稲塚朱音、中矢日奈子、稲
富梨紗、越智涼香、谷幹雄◆相模女子大
学�秋葉さあや◆愛媛大学�稲垣美幸、
杉浦有里彩、二宮瑞月、松尾太聖、安室
諒太、D.Ngor◆一橋大学�安ナヨン、
石井優、帯刀歳弘◆岡山大学�浦上想平、
是川也真登、瀧澤裕介、濱本七緒、宮�
洸樹◆岩手大学�吉川慶彦、大村元春、
佐藤海斗、菅原颯太、漆原佐紀、佐藤恵、
須田槙一◆宮崎大学合気道部�井康成◆
京都大学体育会合気道部�今西えりか◆
群馬大学�小野優里、岡�美帆、嘉村依
莉花、中嶋彩乃、大平周生◆山形大学�
大村颯月、榎本健生、石川昂岐、野�諒
也◆滋賀大学�柏木勇磨、加藤貴将、河
野辰徳、小山佳祐、祖父江将吾、戸田奈
菜美、畠山莉央◆松山大学�近田真衣、
佐伯優太、植丸幹太、白石琳太郎、小西
弘眞◆神戸大学体育会合気道部�畑史
織、吉田亘志、太田雅也、石坂南、村田
碧、金大志、落合将大、�嶋真夕子、瀧
川万由、竹安希実香、中田帆波、中村有
花、楢崎涼平、西村篤哉、火ノ川開都、
福野倫也◆西南学院大学���京輔、塚
本将博、前間亮佑◆大阪教育大学��井
彩香、森本麻佑◆大阪大学体育会合気道
部�K.Nour、森遥香、柴田寛之、澤邉
日奈太、麻生菜月、三浦涼大◆筑波大学
�長谷川夏◆中央学院大学�小手史也◆
中部大学�高木草太◆桃山学院大学�山
田晴輝、宮瀧亮太、正冨綾基、長�将也、
豊永湧大、下岸亮介、佐野智康、近藤優
人、上田雛、今村恋雪◆奈良教育大学体
育会合気道部�國松大樹◆奈良女子大学
�村井奏美、後藤希美◆日本大学工学部
体育会合気道部�小川和真、市川蒼生◆
福岡大学�梅野寛矢、大久保樹、谷脇未
来子◆福島大学�長田佳樹、八代裕斗、
渡邊健人◆防衛医科大学校�林利映佳◆
北海道大学�荒木魁、安齋暢仁、井上夏
緒、岡崎泰勢、奥田翔、加藤博貴、斉藤
空知、佐藤諒介、中村哲也、禰占隆史、
御子神泰洋、柳下裕理、山中里紗◆日本
大学合気道部�菊池綺慧、原智織◆名古
屋大学�三浦貴斗、大貫尊弘、山内啓輔、

中田智大、澤木祐真◆明治大学駿河台合
気道同志会��嶋悠暉、齊藤春香、佐々
木結喜、中島美香、牧野美咲都◆福井大
学�山本優太、埜々考平、吉川暢人◆立
教大学�峯苫清伽◆龍谷大学�浮田夏
希、埜中ひらり◆和歌山大学�國方俊彰、
山本航大、鎌田佑哉、田川聖也、村川涼、
管藤慧、増田憲太郎、橋本直樹、後藤耀
摩、小川亮太、田中衣李、河原瞳、山本
実桜◆獨協大学�野田美輝星、岡部将太、
木原幸隆、細津真優、鎌田伊純、楠�智
之、齊藤青葉◆立命館アジア太平洋大学
（ＡＰＵ）�吉田朋実、P.Huy◆関西学
院大学三田キャンパス合気道サークル�
増田仁貴、山本雄己◆明治薬科大学合気
道同好会�上林幸拓、西澤燿、荒谷雪乃、
福永珠未◆ITALY�T.Procopio、E.Can-
tagalli、D.Sieni、A.Sieni、A.Stradi、A.Vi-
tali、A.Caiazzo、M.Bertola、M.Carlotti、
G.Braga◆UKRAINE�Y.Demianova、R.
Pavlenko、R.Petrik、A.Petrik、R.Pokotylo、
V.Tarasiuk、S.Yatsenko、Y.Holovko、A.
Feshchuk◆U.S.A．�V.Gonzalez、E.Ma-
son、J.Ryu、A.Krasovskyi、R.Kumar、R.
Gallo、J.Shaw、S.Macramalla、L.Cooper、
S.Green、L.Trimino、D.Henderson、S.Feur-
tado、G.Jelito、Y.Hessas、M.Berrani、T.
Korolevskaya、R.Wuniardy、D.Breuer、F.
Waitschies、P.Thode、R.Madej、A.Kankaan-
paa、D.Aleksandrovich、E.Merkulova、C.
Stanczak◆U.K．�H.Liu、H.Gooch、A.Clen-
nell、A.Graff、S.Jasnoch◆BRAZIL�E.Ha-
simoto、E.Mazoni、J.Garcia、L.Sakurai、
M.Silva◆DENMARK�T.Nicolaisen、O.
Wiese◆PORTUGAL�R.Matias、P. Cor-
deiro、P.Fernandes、A.Ferraz、S.Marques、
D.Trindade、J.Rosa、F.Viola、J.Almeida、
J.Gil、R.Baptista、M.Santos、P.Martins◆
IRAN�E.Mohades、F.Kakavand、P.Kham-
sieh、V.Faraji、N.Fazel、M.Savoj、M.Alvan-
dian、R.Hashemi、H.Bigdeli、A.Tabar、E.
Ghorbani、K. Zandiani、S. Rastegar、M.
Hosseini、S.Jamali、A.Sadeghi、A.Davoudi、
A.Pirouzmehr、O. Shahandeh、A. Bagheri
◆BULGARIA�I.Ivanov、I.Peev、S.Mizov、
V.Stoyanov、E.Dancheva◆FINLAND�M.
Wikstrom、S.Luca、W.Ekblom◆CHILE
�A.Ilabaca、A.Fritsch、R.Gutierrez、M.
Moreno、C.Morales、A.Gorayeb◆POLAND
� A. Szymanowska 、 A. Hauryliuk 、 F.
Gabarkiewicz、M.Wloch、R.Przekop、M.
Niedopytalski、S.Werner、P.Lysy、L.Bork-
owski ◆ SPAIN � V. Kozuchovskis 、 T.
Zievys、M.Stakonaite、L.Staniulis、E.Lau-
rutis、A.Marciulionis◆ARGENTINA�A.
Galvez、A.Sosa、O.Ruiz、M.Trentuno、L.
Rearte、A.Sciara、G.Pistone、L.Benedetto、
S.Farina、C.Garrido、M.Mazzora、P.Villar、
N.Nieto、R.Rosa、S.Sepulveda、N.Canales、
D.Petracco、C.Lamas、A.Marciano、H.Trit-
ten、G.Napoli、M.Almaraz、H.Kasangian、
N.Garaycoechea、F.Maldonado、M.Hour-
beigt、F.Grespan、A.Marquez、S.Lorenzon、
E.Gonzalez、E.D’Angelo◆TURKEY�M.
Kokbiber、A.Nachevski、E.Ersin、A.Mutlu、
H.Yilar、R.Efe、F.Hocevar、R.Koseva、
D.Somuncuoglu、G.Guven◆SAUDIARA-
BIA�E.Sindi、A.Aljarrah◆MEXICO�C.
Cervantes 、 L. Padilla ◆ GERMANY� L.
Baumgartner、H.Weis、L.Weis、M.Eckert、
F.Hirschbeck◆HUNGARY�A.Sirbu、N.
Somogyi、M.Kocsis◆RUSSIA�A.Pazd-
nikov、A.Syreichikov、A.Zamiralov、V.
Rayevskiy、V.Petrussyov、D.Zamiralov、
V.Barinova、E.Alekseev、Y.Orlova◆INDIA
�A.Srivastava、C.Shinde、K.Nadgir、R.
Wazir ◆ MOROCCO�Y. Benkirane 、 H.
Rouas、D.Bouaioune、M.Soufiani、M.Bat-
tas、A.Amzouar、M.Zeize、M.Idrissi、M.
Sghir、A.Amchachag◆SWITZERLAND�
S.Cammarata、J.Thon、E.Kunz、M.Bogli、
H. Forster◆KYRGYZTAN�A. Gelmetdi-
nov、B.Saparbaev、A.Kyzy、S.Uulu、E.
Abdybekov、I.Madmarov、L.Isambaeva、
A.Tsoi、M.Egemberdiev、I.Osmonaliev、
D.Kuzmin、K.Tashbaltaev、S.Koriakin、B.
Uulu◆CZECH�P.Hlousek、J.Kratochvil
◆LEBANON�R.Sarrouh◆SLOVAK�Z.
Dudaskova◆VIETNAM�P.Le、S.Trinh、
L.Lam、H.Nguyen、P.Pham、L.Khuc、D.
Pham、P.Tran、C.Nguyen、T.Bui、P.Tran、
B.Nguyen、T.Nguyen、N.Tong、A.Tran、
P.Duong、M.Le、H.Dang、D.Tran、H.Le、
A.Nguyen、L.Vo、T.Hoang、T.Phan、A.
Nguyen、T.Le、T.Nguyen、T.Pham、D.Ngo、
L.Nguyen、M.Le、H.Do、Q.Bui、T.Duong
◆ 中 国 � 杜 ◆ AUSTRALIA � J.
Douglas、簡淑芬、H.Whitfield、P.Gallagnor、
M.Wilcockson、P.Aliotta◆GREECE�K.
Chalaris、A.Tsitiroki◆SINGAPORE�M.
Tassilly、F.Taye、P.Llamas、J.Redondo、
B.Kung、李	 、K.Lim、K.Wong、K.
Wong、黄吉祥、J.Tan、J.Chow◆中華民
国台湾�游仕偉

各各道道場場のの昇昇段段者者
平成３１年３月１５日～

平成３１年４月１４日

（公財）合気会登録


